




研究目的

　尿路奇形は,尿路発生過程の複雑性によって,臓器奇形のうちもっとも頻度が

高いものである。しかも乳幼児期に適正な治療を施さないと個体の発育成長を

阻げるだけでなく,成人に達しないうちに死亡することもあり,これらの発生要

因の究明ならびに早期診断は小児科診療においても重要な問題である。


